
新領域創成科学研究科共通科目
「プロアクティブ・リサーチコモンズ（47000-82）」

価値創造デザイン特別演習
「Proactive Research Commons（3714-164, 3729-094）」

1回目： 2023年4月13日12:15-12:45
2回目： 2023年4月18日12:15-12:45

履修者向け詳細説明会資料



研究科共通科目として本講義が目指す人材育成モデル
学融合教育研究コモンズ
研究活動を通じて培われたノウハウの蓄積を
外に開くことで学融合的活⽤を⽬指す テーマ１“未来を図る”

ものづくりデザイン

・環境デザイン統合教育プログラム
・都市ビッグデータ解析アプリ
・柏の葉詳細都市データ
・⾵洞実験装置

テーマ２“将来を計る”
シミュレーション

・オープンソース構造・流体解析アプリ
・クラウドCAE laaSアプリ
・ポスト「京」⾰新的設計プロジェクト
・⾼性能計算ハンズオン

テーマ３“今を測る”
センシング

・⼈間環境情報ウェアラブルセンシング
・リモートセンシング分析法
・スーパーセンシング ⽣産技術研究所

情報基盤センター

⼤気海洋研究所

産業技術総合研究所

柏キャンパスI,II内の研究所群

空間情報科学研究センター

つくばの研究所群

国⽴産業技術総合研究所

国⽴環境研究所

学外の研究リソース・実績

◆研究を通じて
蓄積された分析⽅法、
アプリ、装置等
を提供する。

【修⼠・博⼠研究への応⽤】

【異分野の技術を統合し、
みずからの研究に活かすアイデアの⽴案】

⾼次元データ駆動科学
教育プログラム

新領域創成科学研究科の研究リソース・実績

卓越⼤学院の
・修⼠学⽣
・博⼠学⽣

他の研究科の
・修⼠学⽣
・博⼠学⽣

様々な分野の
社会⼈学⽣

⺠間の研究所群

連携⺠間企業

◆研究を通じて蓄積された分析⽅法、
アプリ、装置等を提供する。

【コア技術の習得する
テーマ別授業科⽬群】

【研究技術の考え⽅を学ぶ】
・シミュレーション技術の基礎
・ビッグデータ分析の基礎
・センシング技術の基礎

連
携

環境学分野 ⽣命科学分野 基盤科学分野

◆異分野の研究
を学ぶ場として
有効利⽤する。

コモンズ＝研究活動を通じて蓄積された研究ノウハウ、技術、⽅法
を異分野の研究と共有し、活かすことで学融合研究を促進させ、研
究開発⼒に卓越した研究者「知のプロフェッショナル」を創出する
学融合教育の場と仕組み
◆専攻・分野の枠を超えた価値創造研究の⽀援
◆教育ディレクター常駐によるコーディネート
◆アイデアを形にする開発⽀援

社会実装、
ものづくりへ
の展開

研究室 研究室 研究室

を柱とする価値創造型人材育成モデルの構
築を目指す。

学生自らがその技術に触れ、主体的となっ
てその活用を考える講義に。

新領域の教育・⼈材育成の理念の⼀つ学融合教育研究コモンズ
（http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/ より引用）

http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/


The three educational cores of this course
学融合教育研究コモンズ
研究活動を通じて培われたノウハウの蓄積を
外に開くことで学融合的活⽤を⽬指す テーマ１“未来を図る”

ものづくりデザイン

・環境デザイン統合教育プログラム
・都市ビッグデータ解析アプリ
・柏の葉詳細都市データ
・⾵洞実験装置

テーマ２“将来を計る”
シミュレーション

・オープンソース構造・流体解析アプリ
・クラウドCAE laaSアプリ
・ポスト「京」⾰新的設計プロジェクト
・⾼性能計算ハンズオン

テーマ３“今を測る”
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・⼈間環境情報ウェアラブルセンシング
・リモートセンシング分析法
・スーパーセンシング ⽣産技術研究所
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⼤気海洋研究所

産業技術総合研究所
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空間情報科学研究センター

つくばの研究所群

国⽴産業技術総合研究所

国⽴環境研究所

学外の研究リソース・実績

◆研究を通じて
蓄積された分析⽅法、
アプリ、装置等
を提供する。

【修⼠・博⼠研究への応⽤】

【異分野の技術を統合し、
みずからの研究に活かすアイデアの⽴案】

⾼次元データ駆動科学
教育プログラム

新領域創成科学研究科の研究リソース・実績

卓越⼤学院の
・修⼠学⽣
・博⼠学⽣

他の研究科の
・修⼠学⽣
・博⼠学⽣

様々な分野の
社会⼈学⽣

⺠間の研究所群

連携⺠間企業

◆研究を通じて蓄積された分析⽅法、
アプリ、装置等を提供する。

【コア技術の習得する
テーマ別授業科⽬群】

【研究技術の考え⽅を学ぶ】
・シミュレーション技術の基礎
・ビッグデータ分析の基礎
・センシング技術の基礎

連
携

環境学分野 ⽣命科学分野 基盤科学分野

◆異分野の研究
を学ぶ場として
有効利⽤する。

コモンズ＝研究活動を通じて蓄積された研究ノウハウ、技術、⽅法
を異分野の研究と共有し、活かすことで学融合研究を促進させ、研
究開発⼒に卓越した研究者「知のプロフェッショナル」を創出する
学融合教育の場と仕組み
◆専攻・分野の枠を超えた価値創造研究の⽀援
◆教育ディレクター常駐によるコーディネート
◆アイデアを形にする開発⽀援
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Educational and Research Commons for Transdisciplinary Sciences 
（http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/）

ü Sensing 
as measuring the present

ü Simulation 
as measuring the future

ü Manufacturing design
as planning the future

This course is presented by 
Educational and Research Commons 
for Transdisciplinary Sciences and 
we promote students to be exposed 
to these technologies themselves 
and take the initiative in thinking 
about how to use it by themselves

http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/


本講義のねらいとカリキュラム構成
（注意）この講義は、 S2ターム〜A1タームに集中形式で実施されます．S1タームにあらためて詳しい説明会を開催します．本講義のねらい：
技術を組み合わせたインテグレーションによるものづくり・開発・研究への応用法のアイデアを練り、討論とその
成果のプレゼンテーションを通じ、研究の企画力、構想力の向上を目指します。授業では、学生の主体的なアイデ
アを尊重しつつ、社会の将来的な課題を予測すると共に、その解決を図るためのアイデアを主とした関連するもの
づくりアイデアへの応用法を検討します。また、修士・博士研究への応用も視野に入れながら、コア技術の組み合
わせや応用法もあわせて検討します。そうした検討過程を通じ、技術と研究との関係の理解を深めると共に、学生
の主体的なものづくりデザイン、実用新案、技術開発に対する意識の涵養も視野に入れています。

コアスキルの習得

5つのサブテーマ講義から2つを受講しそのスキルを習得
先進CAE演習／スマートセンシング／ 形態デザイン創造演習
／空間情報ビッグデータ解析入門／インターンシップ連携演習

２つの技術の組み合わせによるものづくり・
開発・研究への応用法を検討

成果発表会
プレゼン＆討議

ものづくり演習（グループワーク）

カリキュラム構成

４単位

7月下旬～8月上旬（S2ターム）

8月下旬～（A1ターム）

履修上の注意：前半・後半あわせて一つの科目（４単位）です。前半のみ、あるいは後半のみの履修はできません。



Course objectives and curriculum

（注意）この講義は、 S2ターム～A1タームに集中形式で実施されます．S1タームにあらためて詳しい説明会を開催します．Course objectives: 
Students will select and take two intensive lectures to learn core skills in the first half, and by 
combining them students will work in team on new ideas, creating something or develop 
application method for problem solving. The final results and works will be presented. Activities 
will be conducted on students initiatives. This course aims to improve students' research planning 
and conceptual abilities.

Learning core skills

Select two intensive lectures from five themes
Workshop on Advanced CAE ／ Smart Sensing ／Morphogenetic Design Creation Seminar
／ Introduction to Geospatial Big Data Analysis ／ Business-academia Cooperative Exercise

New ideas, creation, and application by combining 
two core skills you learnt. 

Presentation

Working in team

Course curriculum

４credits

Mid July to August（S2 term）

Late August onwards（A1 term）

Note： Students may not take only the first or the second half. Students will be given 4 credits by taking both. 



履修登録について
• 履修登録および訂正が可能な期間＠新領域

S1S2履修登録期間： 4月5日（水）～4月19日（水）
S2登録訂正期間 ： 6月5日（月）～６月16日（金）

• 注意点
• 前半部分のサブテーマ集中講義のみ、あるいは後半部分の演習のみ等の履修はできません
• 令和２年度までの「プロアクティブ・リサーチコモンズ演習」及び関連科目を４単位取得
した方は本科目を履修できません

• 工学系研究科建築学専攻および精密工学専攻からは、
価値創造デザイン特別演習「Proactive Research Commons」としても履修可能。
科目コード： 3714-164（建築学専攻）、3729-094（精密工学専攻）。履修登録期間に
ついては各専攻で定められたものを参照してください。

開講区分 S2 A1

開講所属 新領域創成科学研究科
科⽬コード 47000-82

本科目の情報



Course Registration
• Registration period for this course @GSFS

• Course registration period for S1S2 term         ：Mon, April 4  to Tue, April 19
• Modification of class registration for S2 term   ： Fri, June 3 to Thu, June 16

• Notes on taking this course

ü Students may not take only the first or the second half. Students will be given 4 credits by taking 
both.

ü Students who have earned 4 credits in “Proactive Research Commons Workshop” and related 
courses offered until 2020 cannot take this course.

ü Also available as ”Design-Led X Proactive Research Commons," from School of Engineering, 
Department of Architecture and Department of Precision Engineering. Course Code: 3714-164 
(Architecture), 3729-094 (Precision Engineering). Please refer to the registration period specified by 
each department.

Term S2A1

Faculty/Graduate School GSFS

Course code 47000-82

Course information



前半（S2ターム）の集中講義について (1/2)
• 前半（７月下旬から８月上旬予定） に、3つの柱に関係する４つの集中講義が実施されます。そ
れぞれ２日間または３日間の集中講義です。これらから２つを選択して受講してください。
【コアテーマ１ 】 先進CAE演習（奥田・松永）
【コアテーマ２ 】 スマートセンシング（割澤）
【コアテーマ３ 】 形態デザイン創造演習（佐藤）
【コアテーマ４ 】 インターンシップ連携演習（佐々・大嶋）
※2023年度は「空間情報ビッグデータ解析入門（柴崎）」 は開講しません。

• インターンシップ連携演習は、各講師による集中講義が二つ実施されます。
• 【コアテーマ４-1 】数値計算の高精度化演習(佐々先生 日本原子力研究開発機構)
• 【コアテーマ４-1 】実機プラントCEA演習（大嶋先生 千代田化工建設（株））

• 各テーマの詳細は学融合教育研究コモンズのHPで確認できます
http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-2lecture.html

• 5つのテーマに関するオムニバス講義もあります
47000-63 プロアクティブ環境学II（英語・S2ターム・夏期集中）

http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-2lecture.html


Intensive lectures in the first half (S2 term) (1/2)
• During the first half (mid-July to early August), four intensive lectures related three core  technologies will 

be held. Each is a two- or three-day intensive lecture. Select and attend two of them.
【Core theme 1】Workshop on Advanced CAE (Prof. Okuda and Prof. Matsunaga)
【Core theme 2】Smart Sensing (Prof. Warisawa)
【Core theme 3】Morphogenetic Design Creation Seminar (Prof. Sato)
【Core theme 4】Business-academia Cooperative Exercise (Prof. Sasa and Prof. Oshima)
“Introduction to Geospatial Big Data Analysis (Prof. Shibasaki)” will not be offered this year.

• Two intensive lectures by each lecturer will be held for 【Core theme 4】.
【Core theme 4-1】: Exercise for higher precision in numerical computation (Prof. Sasa, JAEA)
【Core Theme 4-2】: CAE Exercise on Actual Plant  (Prof. Oshima, Chiyoda Corp.)

• Detailed explanations on each theme can be found on the website of Educational and Research Commons 
for Transdisciplinary Science：
http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-2lecture.html

• Introductive omnibus lectures of the above themes will be given as another intensive lecture,
47000-63 Proactive Environmental studies II (English, S2 term)  

http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-2lecture.html


前半（S2ターム）の集中講義について (2/2)
• 講義日程：

【コアテーマ１ 】 先進CAE演習（奥田・松永） 8/2, 8/3 の2,3,4限
【コアテーマ２ 】 スマートセンシング（割澤） 8/2, 8/3 の2,3,4限
【コアテーマ３ 】 形態デザイン創造演習（佐藤） 調整中
【コアテーマ４-1 】 インターンシップ連携演習（佐々） 調整中
【コアテーマ４-1 】 インターンシップ連携演習（大嶋） 調整中

• 近日中に講義の日程と場所をUTASに掲載します
• 同日に開講するテーマもあり、組み合わせ方は、ある程度決まっています。

p形態デザイン創造演習 と スマートセンシング
p先進CAE演習 と インターンシップ連携演習 ...など



Intensive lectures in the first half (S2 term) (2/2)
• Lecture Schedule:

【Core theme 1】Workshop on Advanced CAE: 2,3,4 period / Aug. 2nd and 3rd

【Core theme 2】Smart Sensing:                              2,3,4 period / Aug. 2nd and 3rd

【Core theme 3】Morphogenetic Design Creation Seminar:  TBA
【Core theme 4-1】Exercise for higher precision in numerical computation: TBA 
【Core Theme 4-2】: CAE Exercise on Actual Plant: TBA

• All lecture schedules and Place will be posted on UTAS soon.

• Some themes will be offered on the same day, so the pattern you can choose will be determined to some 
extent. e.g., 

p Morphogenetic Design Creation Seminar & Smart Sensing
p Workshop on Advanced CAE & Business-academia Cooperative Exercise 



• キックオフミーティングを7月28日お昼にオンラインで開催（接続先はUTASで確認）
• 前半に履修した講義の組み合わせでグループにわかれ、チームとして活動
• 11月頃に最終成果発表会を開催。グループごとに成果を発表

授業以外でも、学生間ではSlackやzoomな
どを活用し、オンラインでもグループワーク
を進めます。

コロナ禍での開催となった昨年の成果作品の発表・講
評会は、オンラインと対面の併用で開催しました

ときどき教員とのディスカッションをし、
アイディアをまとめていきます

後半（A1ターム）の進め方について



• Kickoff meeting will be held online on July 28 during lunch break (ZoomURL can be 
confirmed on UTAS).
Students are divided into groups based on the combination of intensive lectures taken 
in the first half and work as a team.

• The final presentation for works and results will be held around November. 

Outside of class, group work is also promoted 
online among students using Slack and zoom.

The final presentation in the last year at the Corona Disaster, 
was held both online and in person.

Occasional discussions with faculty members 
to consolidate ideas

Practicum as a team in the second half



机上に設置する飛沫を遮
るスクリーン
人と人とがアクリル板で
仕切られる息苦しいWith
コロナの環境を構築物と
センシングを活用して解
決する。

石油タンクの地震時の挙動および
内容物の漏洩に関するシミュレー
ション
被害地震を想定した地盤並びにタ
ンクの時刻歴応答解析とタンクか
らの漏洩解析を試みた。また、可
視化ツールとしての３Dホログラ
ムの可能性を検討した。・花、葉、蔦の重なりで日光を遮るグリーンカーテンのようなスクリーン

・花の開花をイメージした機構

開閉

天女の降り立つ木
リラックスした状態へ向かう
ために、自身で制御可能な呼
吸をセンシング。呼吸と連動
して光るLEDを見つめること
で、自然と呼吸に集中できる。
浅い呼吸のうちは大きく揺れ
ていた木も、呼吸が深くなる
につれて揺れが小さくなる。
視覚化することで呼吸に集中
し、揺れを抑えるよう意識す
ることで自然と深い呼吸にな
り、リラックスできる。

地震時に液体を含
む構造物（原油タ
ンクなど）の挙動
はどうだろうか。

３Dホログラムの可能性の様子

天女の降り立つ木概観
利用者の呼吸に合わせて木全体が揺れる

スクリーンの概観

2020年度履修生作品



2021年度履修生作品

右肩が上がっている 左肩が上がっている 両肩が⽔平

向かって右側が⾚⾊、
左側が緑⾊

向かって右側が緑⾊、
左側が⾚⾊ 両側とも緑⾊

可視私（かしわ）の木

姿勢のズレをリアルタイムでモニ
タリング構造物を介してフィード
バック

マーカー座標

RGBデータ PWM制御基盤

⼼電

姿勢(肩の歪み)

枝垂

周囲の環境に応じて構造物が変
化し、それに応じて人の流れが
かわる

バイオテンセグリ
ティ機構を応用し、
ヒンジに使用
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䜛䛛䜢᳨ᐃ䛩䜛䚹䛭䛧䛶䚸⌮᝿ጼໃ䛻㏆䛵䛡䜛䛯䜑䛾ᨵၿⅬ䜢䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁ୖ䛻⾲♧䛩䜛䚹䈊

ᑵᐷ᫬䛺䛹䛾ጼໃ䜢᧜ᙳ䈊 ⤖ᯝ䜢䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䛷⾲♧䈊

㻲㻱㻹ゎᯒ㻌䝕䞊䝍䝉䝑䝖䈊

䝁䞁䝉䝥䝖䈊 䝣䝻䞊䈊 ጼໃ᥎ᐃ䈊 㻲㻱㻹ゎᯒ䈊 ᒎᮃ䞉䜎䛸䜑䈊ጼໃ▹ṇ䈊

ィ⟬䛧䛯௮ྥ䛡ጼໃ䛾䝰䝕䝹

䐡㻙㻞㻌㻲㻱㻹ゎᯒ䚷㻙㻌㻟ḟඖ䛾㟼ᙎᛶゎᯒ㻌㻙䈊

㻞ḟඖ䛾ゎᯒ䛸䛾┦㐪Ⅼ䈊
䈊
Ɣ ィ⟬䚸⾲♧䛷䛝䜛᝟ሗ䛜ቑ䛘䜛䈊
Ɣ 」㞧䛺ᙧ≧䛾సᡂ䛻᫬㛫䛜䛛䛛䜛䈊

䊻௒ᅇ䛿䝰䝕䝹ෆ㒊䛻㦵䜢ྵ䜎䛪䚸௮ྥ䛡䛾ጼໃ䛾䝰䝕
䝹ィ⟬䜢⾜䛖䚹䈊
䈊
ィ⟬᮲௳䛾タᐃ䈊
䈊
Ɣ 㔜ຊຍ㏿ᗘ㻌㼓䈊
Ɣ ⫼୰䞉⭜䛻ᅛᐃቃ⏺᮲௳㻌䈊
Ɣ ≀ᛶ್䛿䝂䝮䛾䜒䛾䜢᥇⏝䈊

䝲䞁䜾⋡㻌㻣㻌㻹㻼㼍䈊
䝫䜰䝋䞁ẚ㻌㻜㻚㻠㻥䈊
ᐦᗘ㻌㻜㻚㻥㻝㼓㻛㼏㼙䠺㻟䈊

ィ⟬᫬㛫䛿䠍䠊䠓⛊䛟䜙䛔䈊
䈊

䝁䞁䝉䝥䝖䈊 䝣䝻䞊䈊 ጼໃ᥎ᐃ䈊 㻲㻱㻹ゎᯒ䈊 ᒎᮃ䞉䜎䛸䜑䈊ጼໃ▹ṇ䈊

䐡㻙㻞㻌㻲㻱㻹ゎᯒ䚷㻙㻌㻟ḟඖ䛾ゎᯒ⤖ᯝ㻌㻙䈊

᩿㠃ᅗ䈊

䝰䝕䝹䛾㝈⏺䈊
Ɣ ⫼୰䛾᥋ᆅ㠃䛜ᗈ䛟䚸㔜ຊ䛻䜘䜛Ⲵ㔜䜢䛛䛡䛯㝿

䛻ኚ໬䛜ᑠ䛥䛛䛳䛯䈊
Ɣ ⭎䜔㊊䛺䛹䛾㛗䛔䝟䞊䝒䛾௜䛡᰿䛻䛛䛛䜛ᛂຊ䛜

௚䛸ẚ䜉䛶኱䛝䛟䛺䛳䛶䛔䜛䈊
䈊
䊻ቃ⏺᮲௳䛾タᐃ䚸㦵䛾㏣ຍ䛻䜘䛳䛶ᨵၿ䛥䜜䜛䠄䛿䛪䠅䈊
䈊
䈊
䈊
䈊

䈊
䈊
䈊

ಠ▔ᅗ䈊

日常姿勢改善アプリケーション「Pro-Pose」
日常姿勢をチェック、正しい姿勢を保つため
のアドバイスをするアプリケーションの提案



2022年度履修生作品
QPBLAS x FrontISTR 

高精度な線形代数ライブラリ
QPBRASを構造解析ソフト
ウェアFrontISTRに組み込み、
高精度なCAEシミュレー
ションを実現した

炎舞

NightLights and ...

Google Earth Engineに
よって提供される夜間光
データを軸として元に様々
な統計データとの相関関係
を分析した

⚫QPBLAS X FrontISTR source code can be found at:
⚫https://gitlab.com/prc2022/FrontISTR/-/tree/prc_kawaharai
⚫https://gitlab.com/prc2022/FrontISTR/-/tree/prc_amir

PRC Project: output

© The University of Tokyo 202230

組み込みの有無による計算コストの評価

実装したプログラムコードの公開

焚き火を囲み、見つめることでもたらされる視覚・聴覚への1/fゆら
ぎは我々をリラックスさせ、自然な話し始めを促す。そんな焚き火
の効果や要素を分析し、場の雰囲気をリアルタイムにセンシングし、
ゆらぎの効果を有する動きにフィードバックさせることで議論促進
の効果を有する構築物を制作した

相関分析事例の一つ表情読み取りの様子場の盛り上がり度



図書館展示
＆
動画制作



• 本科目は新領域が推進する人材育成と研究支援プラットフォーム「学融合教育研究コモン
ズ」が実施する研究科共通科目です。

• 前半が7月中旬から8月上旬に開講します。
• 後半は前半に選択したテーマ組み合わせによってグループ分けがされ、最終発表会に向け
てグループで活動します。

• 成績は、出席や活動状況、最終成果発表会を下に評価されます。
• 詳しい日程は6月下旬までにUTASに掲載します。

ホームページ：http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/
コアテーマ詳細：http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-2lecture.html

学融合教育研究コモンズHP

まとめ

(※) 質問・問合せ先
人間環境学専攻 林雅江
masae@edu.k.u-tokyo.ac.jp

http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/
http://www.multi.k.u-tokyo.ac.jp/ERC/1-2-1curriculum.html

